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「キリストに根を下ろして造り上げ
られ、教えられたとおりの信仰を
しっかり守って、あふれるばかりに
感謝しなさい。」
コロサイの信徒への手紙2章 7節
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①堀井ローレンさんによる賛美
②メッセージするウェンディ大佐と

通訳の中島美和大尉
③ JSB によるクリスマスカロル演奏

クリスマスコンサートɹɹ���� ೥ �� ݄ �� ೔ʢ೔ʣޙޕ � ࣌

初野戦ɹɹ���� ೥ � ݄ � ೔ʢ݄ɾॕʣޙޕ � ࣌
ू ձ
ใ ࠂ

●クリスマスコンサート
　12 月 11 日（日）午後 1 時より、救世軍公式 YouTube
チャンネルで配信しました。ジャパン・スタッフ・バン
ド（JSB）のクリスマスカロル
の演奏で始まり、クリスマス
の時、地に平和があるように
祈りを込めた堀井ローレンさ
んの歌、軍国女性部会長ウェ
ンディ・モーリス大佐のメッ
セージがありました。ウェン
ディ大佐は、クリスマスには
日本でもアメリカでもプレゼ
ントを贈ったりツ
リーやオーナメン
トを飾ったりして、
たくさんの楽しい
習慣があるが、何
よりもすばらしい
贈り物であり、ク
リスマスの中心で

ある主イエス・キリストに心を留めましょう、と語りま
した。また、各地の街頭での社会鍋、オンライン社会鍋
のアピールがされました。（視聴回数 1,079 回、2 月 5 日現
在）

●初野戦
　今年もオンラ
イン初野戦とし
て、救世軍公式
YouTube で配信
しました。新年
に あ た り、JSB
による 2023 年
のテーマコーラ
スの演奏と、司令官スティーブン・モーリス大佐のメッ
セージがありました。司令官は詩編 81：7、8 とコリン
ト二 5：17 より、「主イエスこそわたしたちの重荷を取
り去り、心を新たにし、きよめてくださる唯一のお方で
ある。年末に大掃除をするように、心もきれいにして新
年を迎えたい。主は新しい年の歩みにも、すばらしい計

画をもっていつも共にいてくだ
さる。この方を心にお迎えして
歩んでいこう」と勧めました。
（視聴回数 462 回、2 月 5 日現在）

最高会議のための祈り
　ブライアン・ペドル大将の引退に伴い、第 22 代救
世軍大将を選出する「最高会議」が 5 月 18 日（木）か
ら英国ロンドンの救世軍の会議場サンベリーコートで
開催されます。世界各地の救世軍の指導者たちがこの
会議に参集し、日本軍国からは司令官夫妻が会議員と
して出席します。
　これを前に、最高会議が神の霊によって導かれるよ
うに、2 月 5 日（日）から 14 週間にわたる「最高会
議のための祈り」の祈りのプランを万国本営霊的生活
成長部が作成し、全世界の救世軍人が心を合せて祈る
よう計画されました。祈りの課題は、最高会議や万国
的な指導者たちのためのみならず、他の指導的な役割
を与えられている人々のためにも当てはまるものです。
知恵、平和、勇気、誠実などを求める祈りとなってい

祈りを呼びかける万国霊的生活成長部
書記　ブロンウィン・バッキンガム中将

ます。日本語版は救世軍ホームページ（下記 URL、QR 
コードからどうぞ）や SNS を通じて随時配信されますの
で、小隊、施設、病院、士官学校で、また、
各家庭や個人で祈りを献

ささ

げてください。
　https://bit.ly/SArmyHC23

➀

②

③
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西新井小隊
●献堂 32 周年集会
　2022 年 10 月 9 日
（日）、西新井小隊献堂
32 周年集会として、伝
道事業部長山谷真少佐

と、宣教落語家（福音伝道の目的のために、福音に限らずさま
ざまな題材の落語でもって宣教する）の、ゴスペル亭パウロ
（本名・小笠原浩一）さんとご夫人を迎えました。
　午前、午後とも集会は小隊士官松末泰志大尉
の司会で進められました。聖別会では、山谷少
佐が「小さな群れよ、恐れるな」と題しルカ
12：32 よりメッセージ。午後の福音落語会で
は、パウロさん自作の 3 つの演目が演じられま
した。「明治時代クリスチャン偉人伝落語：山室
軍平・機恵子物語」、防災士であり関西キリス
ト災害ネットワーク世話人の知識と経験から
「防災落語：首都直下地震、その時どないする
ねん？」、そして、聖書の神髄を伝える「福音落
語：罪ゆるされた女」。会衆一同笑いの中に聖書
のメッセージを受け取る時となりました。（聖別
会、落語会　会衆 19 人）
　この落語会の模様は、本営メディアチームが撮影をし、
救世軍公式 YouTube チャンネルで配信されています。
　救世軍の良き理解者であるご夫妻は、今回の落語会に
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先立ち、山室軍平記念救世軍資料館やブース記念病院、杉
並地区の社会福祉施設の見学もされました。
　コロナ禍の影響で延期していた記念の集会を恵みのう
ちに開催することができ、感謝の一日でした。

証
あ か し

言
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福山小隊
●軍旗献納式
　2022 年 10 月 23 日
（日）聖別会の席上、お
こないました。笠岡・尾
道・福山と、軍旗のもと

で進められてきた働きを思い起こし、神様に感謝を献
ささ

げま
した。また、軍旗に表されている「血と火」の標語、3 つ

福岡小隊
●下士官任命
　2022 年 11 月 27 日（日）聖別会席上、下士官任命式を
おこないました。佐藤進大人部書記と、齋藤美作新兵軍曹
が任命されました。

仙台小隊
●町内会より感謝状の贈呈
　11 月 13 日（日）、仙
台小隊のある泉区南
光台第六町内会の創
立 50 周年記念式典
にあたり、東日本大
震災での地域に対す
る救世軍の迅速な支
援活動に感謝状が贈
られました。今も当
時の働きを覚え、救
世軍の働きを理解し
ていただき、良い関
係を築けていること
を感謝します。
　また、実際に支援
活動に従事された多
くの方々に感謝いた
します。

●ナイト de ライト平野翔一アコースティック Live
　「ナイト de ライト」のボーカル平野翔一さん、また青
少年部長朝澤義人大尉をゲストに迎えて、2023 年 1 月
28 日（土）午後 7 時から、青年対象にライブと交わりの
時をもちました。ライブは、朝澤大尉の MC で始まり、平
野さんの軽快なトークやアップテンポの曲によって、会
場の一体感が生まれました。平野さんは、ご自身が通っ
てこられた暗闇と救いの経験を証ししてくださいました。
（参加者 19 人）

各地のニュース‼

の色の表す意味―「イエス・キリストの血（赤）」、「聖霊の
火（黄）」、「神の聖

きよ

さ（青）」を心に留め、一人ひとりが献
身を新たにする時となりました。

28日のライブのようす

聖別会に集った皆さん

　29 日（日）の聖別会では、平野さんが特別賛美と信仰
の成長を証ししてくださり、青少年部長がルカ 19：1 ～
5 より「主はあなたの心を見る」と題しメッセージを取
り次ぎました。証

あ か し

言やメッセージを通して、イエス様の
十字架の血潮に信頼し、どんな状況であっても神様と繋

つな

がり続けることが最も大切だと励ましを受けました。集
会の終わりには、ワーシップソング「慕い求めます」を
皆で声を合わせて歌い、賛美で会館があふれました。２
日間の豊かな交わりに感謝しました。（会衆 20 人）
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横浜小隊
●クリスマスコンサート
　キリストのご降誕を
待ち望むアドベント第
一週の 2022 年 11 月 27
日（日）に開催しました。

「希望の贈り物」をテーマにプログラムを構成し、希望
の贈り物である救い主イエス・キリストの誕生を祝う演
奏がチェロ、ヴァイオリン、ピアノによっておこなわれ
ました。12 月 11 日から開始した YouTube
配信は、クリスマス当日には視聴回数が千
回を超えました。現在も YouTube で視聴で
きますのでご覧ください。

各地のニュース‼

天満小隊
●社会鍋アピール
　11 月 27 日（日）の午後、社会鍋の日（11 月 30 日）を
前に、天神橋筋商店街、小隊前において小隊近隣の方へ
社会鍋のご案内をしました。

杉並小隊
●クリスマスキャンドルサービス
　12 月 24 日（土）、杉並小隊で３年ぶりに
地域の方を招いてのキャンドルサービスが
おこなわれました。新型コロナウイルスの
感染拡大の影響で、当日まで開催が危ぶま
れましたが、奉仕者一同の健康が支えられ、
無事に開催に至りました。
　小隊や病院の周りに掲示したポスターを見て、
初めての方々が何人も小隊に足を踏み入れてくだ
さいました。ブラスバンド、青年たちによるハン
ドベル、独唱、キッズ賛美、小隊士官山谷昌子少
佐のメッセージを通して、イエス様の誕生の喜び
を多くの方々と共に祝うことができ、感謝のひと
時でした。（会衆 87 人〔うち子ども６人〕）

京都小隊
●クリスマスイブ落語独演会
　12 月 24 日（土）午後 2 時から、福音落語家ゴスペル亭
パウロさんを迎えておこないました。防災士でもあるパウ
ロさんならではの「ペット防災落語」に続き古典落語「芝
浜」、福音落語「羊飼いのクリスマス」が演じられました。
パウロさんは午前中、京都高島屋前での社会鍋にも参加
し、応援してくださいました。

ハンドベルの音色が美しく響きました

メッセージをした山谷昌子少佐キッズ賛美
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東京東海道連隊
●新年救世軍人大会
　1 月 8 日（日）午後 2 時 30 分より、
山室軍平記念ホールにて対面の集会
とオンライン併用で 3 年ぶりに開催
されました。会場で戦友同士が再会
を喜び合う姿が印象的でした。高橋
暁子ピアニスト（杉並）が奏楽、神田小
隊士官髙畠欣男少佐が司会をし、開
会祈祷を京橋小隊の伊藤義路会計が
献
ささ

げました。東京東海道連隊長石川
和男少佐が歓迎のあいさつと、2020
～ 2022 年までに入隊、入会した方
を紹介しました（ジュニア・ソルジャー
－杉並 2 人、新兵士－清瀬 1 人、渋谷 1
人、横浜 2 人、新 CCM －上野 6 人）。
　続いて、新成人のお祝いの時を青
少年部長朝澤義人大尉が導き、2021
～ 2023 年までの新成人者（20 歳）を紹介しました。この
日出席した、佐藤瑠さん（清瀬）、石川望さん（江東）、髙
畠咲良さん（神田）、石川芽生さん（杉並）にインタビュー
で名前の由来や抱負を聞きました。（連隊内全成人者 21
人）。軍国女性部会長ウェンディ・モーリス大佐が新成人
者への奨励を語り、祝福の祈りを献げました。司令官ス
ティーブン・モーリス大佐はコロサイ 2：7 より「更な

る深みへ」と題して、自身のアイデンティティーへの気
づきの経験から、私たちは何者であるかと問い、キリス
トの子とされたという救いの確信についてメッセージし
ました。
（会衆 64 人、オンライン参加アカウント数 26、恵の座 1 人。連
隊報）

士官志願者部
●士官志願者及び献身者祈祷会
　士官志願者部では、2023 年 1 月から、月に一度、「士
官志願者及び献身者祈祷会」を始めました。第 1 回目の
祈祷会は、1 月 19 日（木）13 時半から杉並小隊別館で
おこなわれました。士官志願者部長勝箆実香大尉が導き、
御

み

言
こと

葉
ば

から神様に信頼して祈ることを語り、献身者が与
えられるように、また各小隊及び小隊士官の働きを覚え
て共に祈りました。全国から小隊士官や戦友方の Zoom
参加者もありました。（対面 15 人、Zoom15 人）
　2023 年 2 月 10 日現在、新年度に士官学校へ入校す
る献身者は与えられていません。今、私たちにできる最
大の奉仕は祈ることです。厳しい状況だからこそ、共に
心を合せて、大いなる御

み

業
わざ

を成してくださる神様に祈り
ましょう。「願いなさい。そうすれば与えられ、あなたが
たは喜びで満たされる。」（ヨハネ 16：24）　
　祈りは力です。あなたの祈りの手を待っています。
〔今後の開催予定〕
　日時：毎月第三木曜日（基本）13 時半～
　場所：杉並小隊
　Zoom での参加も
可能です。Zoom パ
スコード等は小隊士
官を通してお知らせ
いたします。

髙畠少佐

伊藤会計

連隊長石川少佐

月島小隊
●バザー
　2022 年 11 月 3 日（木・祝）、4 日（金）、コロナの
影響でできなかったバザーを、3 年ぶりに開催しまし
た。今回は、男子社会奉仕センター（バザー場）と本営
伝道事業部と協力して、「出張バザー」という形でおこ
ないました。当日は晴天に恵まれ、近隣からも多くの方
が来場され、買い物と交流を楽しんでおられる様子でし
た。開場前の行列を見て、ここに救世軍があることを初
めて知ったとい
う方もあり、良
い PR の時にも
なりました。バ
ザ ー で 小 隊 を
知った方がクリ
スマス集会にお
いでくださった
ことは何よりの
恵みでした。

ञڧ֐ௐिؒ
�݄��೔ʢ೔ʣʙ �݄�೔ʢ೔ʣ

͓ञ͸ਓੜʹਂࠁͳѱӨڹΛ༩͑·͢ɻ
पΓͷਓʹ΋ञ֐ʹ͍ͭͯ఻͑·͠ΐ͏
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・

天満小隊  ●キッズクリスマス

　12 月 11 日（日）キッズクリスマス会をおこないまし
た。クリスマスストーリーを聞き、賛美をし、ペイン
トアートづくりをしました。指や手形に絵の具を塗って、
クリスマスツリーや大きなリースをみんなで作成し、楽
しみました。

杉並小隊  ●ジュニア・ソルジャー宣言

　2022 年 10
月 23 日（ 日 ）、
東京東海道連隊
長石川和男少佐
出陣の聖別会で、
朝澤真生さんと
宇賀神恵実さん
のジュニア・ソ
ルジャー宣言が
おこなわれまし
た。入隊をとて
も喜ぶ二人の姿
に、小隊一同と
ても励まされ、
恵みの時となり
ました。

関東東北連隊
●キッズ・クリスマス・パーティー
　12 月 27 日（火）、佐野こどもクラブ通所生を対象にク
リスマス集会をしました。佐野東高校の生徒 7 人がボラ
ンティアで参加してくださいました。
　連隊の各小隊をリモートでつなぎ、オンラインで参加
した士官たちがアルタバン物語の紙芝居やパペットトー
ク、ゲームを導きました。たくさんのゲームをして、と
ても楽しい時をもちました。（参加者子ども 36 人、高校生 7
人、職員 6 人、小隊戦友 6 人）

4月30日（日）
子どもと青年の

国際デー

子どもたちの新生活を祝い、
祈って応援しましょう

進級を祝う日曜日
日曜学校決心日
4 月 9 日

詳細、資料は青少年部より

すてきな作品ができました！

※『ときのこえ』編集部では読者の声を歓迎いたします。
宛先は救世軍本営 編集部まで。

メール　jpn.editorial@jpn.salvationarmy.org
住所は 16 ページにあります。
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社会鍋による支援
神田小隊
●生活困窮者支援
　神田小隊では毎年千代田区社会福
祉協議会と協力して生活困窮者支援
をおこなっています。2022 年は 12
月 21 日（水）におこないました。

　例年と違った点はウクライナから避難された家族が慰
問品を受け取りに来られたことです。クリスマスの時
期でもあり、「ウクライナでクリスマスを迎えたかった。
帰りたい」と涙を流しながら話しておられました。
　日本語も英語もわ
からず、身振り手振
りで生活されている
方もおられることも
知り、戦争が一日も
早く終わることを強
く願い祈りました。
　社会鍋資金より
ハ ム の セ ッ ト、タ
オル、お菓子のセッ
ト、『ときのこえ』
特集号をお渡ししま
した。

日　程 ： 3 月 31 日（金）～ 4 月 2 日（日）
会　場：奥多摩福音の家
対　象：12 ～ 18 歳
ウォークラリー、スポーツ、祈り会、礼拝など
� ※詳しくは青少年部からの案内をご覧ください

月島小隊
●親子リトミック（リトミック…音楽を楽しみながら子どもの
聴覚、リズム感覚、音楽能力などを育むための活動）
　2022 年 10 月から、毎月第一土曜日におこなっていま
す。毎回、音楽に合わせて運動したり歌を歌ったりして、
楽しい時をもっています。小隊前を多くの親子連れの方
が通るのを見て何かできないかと祈っていましたが、協
力者が与えられ実
施に至りました。
2、3 組の親子が
参加されています。
地域に開かれた場
として用いられて
いくよう、祈りつ
つ続けていきたい
と思っています。

3月11日  東日本大震災から12年
時間の経過とともに、復興や生活の再建状況は変
わってきていますが、あの震災で大きな影響を受
けた方々を覚えお祈りしましょう。

中高生キャンプ
テーマ聖句
「古いものは過ぎ去り、新しいものが生じた。」

コリント二　5：17

奥多摩の自然の中で過ごす二泊三日。
新しい一年、神様と一緒にスタートしよう！
キミの参加を待っているよ。

主催：本営青少年部

※詳細は青少年部からの案内をご覧ください

ユース・セミナー2023
日　程　3月10日（金）～12日（日）
テーマ「信仰生活って、何なん ⁈」
特別講師：大嶋重徳師・裕香師夫妻
会場：杉並小隊総合センター別館（アネックス）
対象：18 ～ 45 歳

　今年も救世軍各所で新成人をお祝いしました。
　遠軽小隊：菅井潤さん、帯広小隊：川代怜依さ
ん、前橋小隊：山岸恒生さん、佐野小隊：小林千
夏さん、仙台小隊：永尾頼愛さん、半田楓香さん、
高崎小隊：河野佑介さん、神田小隊：髙畠咲良さ
ん、清瀬小隊：引地詩音さん、杉並小隊：山谷聖
加さん、石川芽生さん、泉尾小隊：石田征慈さん、
神戸小隊：立石新さん、立石栄祈さん、天満小隊：
間島遥菜さんです。
　お一人おひとりに神様の豊かな祝福があります
よう、お祈りいたします。
※今年から、成人年齢引き下げの法改正がなされたこと

に伴い、救世軍でも 18 ～ 20 歳の方をお祝いしました。

4月9日（日）～23日（日）
♫♪  救世軍音楽週間 ♪♫

ϋϨϧϠɻ
Θͨ͠ͷࠢΑɺओΛࢍඒͤΑɻ

໋ͷ͋ΔݶΓɺΘͨ͠͸ओΛࢍඒ͠
ɹ௕Β͑ΔݶΓ

ɹΘͨ͠ͷਆʹ΄ΊՎΛ͏͓ͨ͏ɻʢࢻฤ ���ɿ�ɺ�ʣ
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社会鍋による支援
天満小隊
●非課税世帯支援
　2022 年 12 月 8 日（木）、大阪市内
の通信制高校の非課税世帯の高校生の
家庭へ食料支援をおこないました。オ
ンラインフォームを通して申込みを受

け、当日、学校にて生徒・保護者に食料品を手渡しました。
当日直接受け取れなかった生徒には、高校の先生がご協
力くださり、手渡してくださいました。

横浜小隊
●冬季給食活動
　2023 年 1 月 11 日（ 水 ） か
ら冬季給食活動が始まりました。
毎週水曜日、午後 2 時から準備
し、4 時から配布をしています。
今年は調理して提供することを
計画していましたが、1 月前半
のコロナ感染状況が思わしくな
かったため、昨年同様に
レトルト食品でお持ち帰
りいただく形としていま
す。寄贈品の防寒衣類な
ども配布しています。1
月 11 日 は 28 人、 そ の
後毎回利用者が増え、2
月 1 日には 46 人が来ら
れました。3 月 1 日まで
おこないます。

江東小隊
●こども食堂マナ
　毎月第三金曜日に続けて
います。12 月 16 日は、ド
ミノピザ様より無料提供い
ただいたピザと、多くの協力者から寄贈された食料品の
数々をお渡ししました。この日は近隣の高校の生徒さん
がボランティアに参加してくださいました。また、12 月
27 日（火）には特別企画として王将フードサービス様に
よる「冬休み子ども応援弁当」の配布をしました。
　2023 年 1 月 20 日は、牛丼弁当とドーナツというメ
ニューでした。最近の物価高騰の影響か、企業からの食
品提供が減少する中、近隣住民の方々からフードボック
スへ、レトルト食品、缶詰、お菓子、お茶など、多くの
寄贈品をいただいています。地域からの応援と感じ、励
まされ、助かっています。地域全体で子どもたちを見守り、
子どもたちが安心して安全に生活できるよう、「マナ」が
少しでも力になれることを願っています。

八幡小隊
●折尾愛真学園より献金

北九州市内にある折尾愛
真学園より、クリスマス礼
拝の献金の一部を社会鍋に
献
ささ

げていただきました。宗
教主任の廣川和行先生が、
小隊に届けてくださり、営
内に立てていた社会鍋に献
金を入れてくださいました。
（写真右）

●フードバンク北九州、母
子寮、障がい者通所作業所
へ支援
　昨年暮には、フードバン
ク北九州のクラウドファン
ディング「届け！　冬休み
お腹いっぱい大作戦」に参
加し、社会鍋から 50 世帯
分に相当する支援をしまし
た。また、今年 1 月には、
母子寮への食糧支援と、障
がい者通所作業所にパンこ
ね機を贈りました。 パンこね機を支援しました
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神の呼びかけ ～神の民となるために～　

〈連載・第 19 回〉

（7）内なる生活への呼びかけ

（承前）　ウォーレン・ジョンソン（Warren Johnson）は、
個人的なデボーションに関する著作の中で、次のように
指摘しています。「わたしたちのデボーションの時間に
ついて最も大切な部分は、それをもちたいと願うことに
ある」。詩編の作者もその願いを表しています。「涸

か
れた

谷に鹿が水を求めるように　神よ、わたしの魂はあなた
を求める。」（詩編 42:2）この願いがわたしたちの生活の
中心にある時、神を知り、わたしたちに対する神のご計
画を知ることができるのです。知ってのとおり、祈りは
イエスの生活の中心にありました。主ご自身の内に、わ
たしたちのお手本があります。「朝早くまだ暗いうちに、
イエスは起きて、人里離れた所へ出て行き、そこで祈っ
ておられた。」（マルコ 1:35）
　ウォーレン・ジョンソンは、また、確信をもって「救
世軍の力と霊的な活力は、士官と兵士の個人的なデボー
ションや祈り、そして日々の歩みに神の言葉を適用して
いくことに正比例している」と断言しています。
　救世軍人たちや他のクリスチャンへの調査によると、
大抵の人は祈りのための一定の型をもっているようです。
多くは、礼拝、告白、感謝、懇願といった論理的な手順
を重んじています。祈りについてのアドバイスを挙げる
と、まずは祈ろうと決心すること、準備をすること、祈
りの記録をつけること、最新のとりなしの祈りのリスト
をつくること、デボーション向けの聖書ガイドを読むこ
と、そして救世軍歌集を用いて、自分に挑戦し、再び確
信をもち、霊感を受けることです。打ち解けた祈りとな
るのはよいですが、決してくだけすぎず、いい加減にな
らないようにしましょう。
　ところが、実際の生活と祈りの生活がかけ離れてしま
う場合があります。神と個人的で豊かな交わりの時を成
長させながらも、それを日常生活に生かすことができな
い状態になることがあるのです。「わたしの祈りは生活
のどの部分に反映されるのだろう」と問うことがありま
すが、それはもっともなことです。ジェームズ・モン
ゴメリの歌に、「いのりは口より　いでこずとも、まこ
との思いの　ひらめくなり。いのりは心の　底にひそ
み、」（『讃美歌』308 番）とあるように、わたしたちの本
当の祈りは、実は心の奥深くにあります。何かを声に出
したとしても、自分の言葉ですべての思いを表すことは
できません。神は、わたしたちが真実に祈り、それを生
活に表そうとしていることを知っておられます。
　祈りのもつ謙遜さや一致、豊かさという側面は、他の
人を思う気持ちを起こさせてくれます。人々に対して献
身的となり、彼らを主のもとへ導こうとします。わたし
たちはまた、祈りの対象である人々をどのように支援し
助けたらいいか教えてくださるように、神に尋ね求めま
す。このような時、わたしたちは自分の願いが祈りと一

致しているかを知らされます。神が示してくださったよ
うに行動するか、または無視するか、そこにわたしたち
の祈りが真実であるかが表れます。
　「御

み
言
こと

葉
ば

を一貫して学ぶ」ことへの呼びかけは、わた
したちの祈りを自分自身の思いにではなく、神の御

み

心
こころ

に
根ざすようにするためのものです。これは安全装置とし
て役立ちます。自分の信仰の「経験」だけに頼り、御言
葉の導きに基づかないものは、危険でありゆがんでいま
す。委員会の宣言で指摘していますが、「わたしたちは
神の力ある言葉に聞きながら祈る。学ぶ時にはキリスト
のようになることを思いながら訓練する。神の言葉がわ
たしたちの思いを支配してくださるよう願う」のです。
　委員会は、内なる生活に関する様々な訓練の方法につ
いて明らかにし、検討するよう求められました。一人に
なること（密室）、断

だん
食
じき

、霊的研修、助言者に聞く、霊的
指導者につく、勉強する、黙想するなどすべては、わた
したちが豊かにされ霊的な認識を高めるための方法です。
　ケー・デビッド・ロフグレン（Kehs-David Lofgren）は、
委員会に警告してくれました。「自分が神に認められた
いという道徳主義に陥ることや、周囲から離れて自分だ
けの黙想に入ることによる現実逃避の危険は避けなけれ
ばならない。もう一つの誘惑は、今ある自分以上に霊的
であると装うファリサイ主義だ。」
　一人でいることは、神と多くの時間を費やすことです。
静かに神の声に耳を傾けることの大切さを発見し、本当
の自分自身についても発見できるでしょう。黙想は神と
の対話と交わりの機会を与え、日常の生活からしばし離
れて、神とつながり、イエスに焦点を当て御言葉を聞く
機会を与えてくれます。
　克己は、不要のものを控えることにより、神と霊的な
ものに焦点を当てます。これにより、いかにわたしたち
が欲望に支配されているかが明らかになり、さらには常
に飢えや欠乏に苦しむ人たちの思いへの理解に近づける
でしょう。
　この精神は初期の救世軍人たちに反映されていて、彼
らは貧しい人々に食べる物を送るために自分たちの食事
を制限しました。この行動が克己週間となりましたが、
ある部分ではこれが次第に形式的になり、自分が自制す
ることよりも単に救世軍人以外の人々からの募金を集め
るだけになってしまいました。今日では、「権利」を得
ることだけが突出して、克己の生活は避けられやすく見
落とされがちです。（続く）

平和のため祈りましょう
～ウクライナへの軍事侵攻から1年
　2 月 24 日、ロシアによるウク
ライナへの軍事侵攻が開始されて
1 年が経

た
ちます。速やかに戦闘が

終わり平和が実現されるように、
祈り続けましょう。
　東ヨーロッパ軍国では、イザヤ
41：10 の御言葉を掲げ、祈りの
日がもたれるとのことです。



と き の こ え 142023年　3月15日発行　第 2849 号

　小林正男少佐は、2022 年 12 月 10 日、
入院先の広島共立病院より召天されまし
た。85 歳でした。
　小林正男少佐は、1959 年、高崎小隊

より士官学校『大いなる心』の学年に入校し、1960 年 6 月
に任官され、若松小隊付の任命を受けました。1962 年仙台
小隊に移り、1963 年には仙台小隊長、翌年、飯島美子大尉
と結婚。その後、若松小隊をはじめ、遠軽、熊谷、八幡及び
門司、鶴橋、京都及び京都ホステル寮長、函館、郡山及び若
松と清泉学生寮長、鶴橋及び泉尾と多くの小隊を転戦され、
2000 年 6 月には士官永年勤続章 40 年章を授与されました。
2003 年、43 年間の現役士官としての道を全うし、引退さ
れました。小林少佐の穏やかで誠実な人柄は、引退後も、広
島の地で、小隊や地域の人々に大きな感化を残されました。
　コロナ禍が続く中、12 月 11 日（日）、広島小隊において、
聖別会後、吉田有大尉（広島地区チームミニストリー士官）司式で、
棺前祈祷会、12 日（月）、出棺式がおこなわれ、お別れの時
がもたれました。御遺族の皆様の上に神様の御慰めと御祝福
をお祈りいたします。

小林正男少佐　天に召さる
　山岸リツ少佐は、2022 年 12 月 30 日、
入院先の希望館病院（高崎市）より召天され
ました。84 歳でした。
　山岸リツ少佐は、1960 年、佐野小隊よ

り士官学校『キリストの戦士』の学年に入校し、1962 年 7
月に中尉として任官され、西成小隊に遣わされました。その
後、神戸小隊、城東小隊で奉仕。1967 年、佐野小隊長の任を
受け、前任者が開設したばかりの保育園の働きも軌道に乗せま
した。1975 年には、札幌菊水上町保育園主任、1982 年には、
城東保育園主任及び城東小隊長、1986 年には、希望館施設長、
1988 年には再び北海道へ、桑園保育所所長。長年にわたり保
育園や児童養護施設での働きを担われました。その後 1993
年に現役を引退しましたが、引退後も呉小隊長、大牟田小隊長
としての奉仕を継続し、2000 年に完全引退されました。その
後も佐野で、小隊士官を支え、静かななかにも明るく、周りの
人々に良い感化を与えておられました。
　2023 年 1 月 3 日（火）、関東東北連隊長藤井健次大佐補の
司式で、出棺式と火葬式がおこなわれました。御遺族の皆様の
上に神様の御慰めと御祝福をお祈りいたします。

山岸リツ少佐　天に召さる

実際的な対応（承前）
2. 救世軍は、創立の時以来、いかなる差別もせずに、人

間の苦しみを和
やわ

らげるために働いてきました。救世軍
は難民のニーズに応

こた
えるために、食物、避難所、カウ

ンセリング、その他多くの求めに応じ、国際的な働き
をしてきました。救世軍は、難民と庇護希望者たちの
ための働きを国際的に組織し、おこないます。

3. 救世軍は、庇護希望者や難民に関する、前向きで心
のこもった政策を作成するよう呼びかけます。国内
法が適切な国際的協定と一致して、庇護希望者や難
民の処遇や諸条件の人道にかなった基準を確立する
ことが肝要です。

4. 救世軍は、難民として保護されるよう庇護希望者が
要求する時に、その査定のために時間がかかること
を憂慮します。庇護希望者たちの求めを迅速に処理
すべきです。例えば、次のようなものです。法的支
援、健康管理、教育を受けること、レクリエーショ
ンの施設の利用、家族がまとまっていられること、
子どもたちを守り、学校に通わせること。

5. 救世軍は、避難所を求めている人々を留め置くこと
に反対し、できる限り他の方法をとることを求めま
す。留め置くことがどうしても避けられない場合で
も、本人確認、健康、保安検査などに必要とされる
最短の期間を超えて、庇護希望者たちが留め置かれ
てはなりません。

救世軍見解表明
　社会道徳に対する救世軍の立場
第8回「難民と庇

ひ

護
ご

希望者」（3）

6. 救世軍は、難民や庇護希望者と関わる時に、評価
も批判もしません。彼らを非難することに反対し、
人々が彼らを社会の一員として歓迎するよう勧めま
す。

7. 救世軍は難民を擁護するために、政府や国際的な
組織の人々と会い、積極的な役割を果たします。救
世軍は、適切な国際協定をつくるよう政府に求める
こともします。避難所を求める人々が優しく扱われ、
人間としての安全が保障されるための法律制定のた
めに積極的に声をあげます。

8. 救世軍は庇護希望者や難民を擁護するために、積極
的で、同情心があり、人権に焦点を合わせた政策や
計画を推し進めるために役割を果たします。

9. 救世軍は、避難所を求めている人々に安全な環境を
提供できるよう努めます。救世軍はできるだけ、そ
の人々の肉体的、感情的、霊的ニーズに応えます。
また、難民たちが社会や他の人々との交わりに溶け
込めるよう、共に働きます。

（2016 年 5 月大将によって承認）

第9回「人種差別」（1）

人種差別についての見解表明
　人種差別とは、人種が遺伝的要因によって決定される
文化的特徴をもっており、このことから、ある人種が他
の人種より優れた固有の優越性をもっていると信じるこ
とです。また「人種差別」は、そういう思い込みに基づ
いて立ち上げられた政治的、社会的プログラムのことを
指します。（続く）

救
世
軍
公
報
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引

退

眞
鍋
和
枝
少
佐
（
京
橋
小
隊
出
身
）

は
、
二
〇
二
三
年
三
月
三
十
一
日

付
を
も
っ
て
現
役
を
引
退
。

引
退
後
も
現
任
命
で
奉
仕
を
継
続
さ
れ

る粟
飯
原
由
美
子
大
尉
（
杉
並
小
隊

出
身
）
は
、
二
〇
二
三
年
三
月

三
十
一
日
付
を
も
っ
て
現
役
を
引

退
。
引
退
後
も
、
京
都
小
隊
士
官(

週

三
日)

と
し
て
奉
仕
を
継
続
さ
れ
る以

上

二
〇
二
三
年
二
月
九
日
発
令

司
令
官ス

テ
ィ
ー
ブ
ン・モ
ー
リ
ス

ちが何を求めるのか、何を期待するのか、どれほど深く信頼している
のか、何を達成したいと思っているのか。私たちは神の御

み
手
て

の中に
います。その御手は安全です。親切です。どのように行く手を指し示
すかを知っています。それは十字架に釘づけられた手であり、私たち
がイエスにとってどんなに大切であるかを示しています。これ以上に
すばらしい手はないのです。ですから、その御手に信頼しましょう。

　もう一つは、すでに述べたことですが、神を驚かすもの、神の知
らないことは何もないということです。神はかつておられ、今おられ、

将来もおられる方です。すべてをご存じです。私たちの過去もすべて
ご存じで、将来もすでにご存じです。私たちと共に「今」を過ごして
おられます。ですから当然、神は決してパニックに陥ることはありま
せん。私たちはしばしばショックを受け、当惑しますが、神はそうで
はありません。私たちは神を信頼することができます。どのようにし
たらそのようにできるのか、学ぶ必要があります。神は私たちを助け
てくださいます。

（新兵士軍律副読本『日々に　使命への召しに応えて』「出発点」62 ページ）

救
世
軍
公
報

（兼）
人
身
取
引
対
策
室
長
の
任
を
解
く

（
三
月
二
十
二
日
付
）（
軍
国
女
性
部
会

長
、

（兼）
医
療
従
事
者
交
友
会
会
長
）

ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
モ
ー
リ
ス
大
佐

補
西
日
本
連
隊
女
性
部
書
記
、

（兼）

天
満
小
隊
士
官
、

（兼）
希
望
館
チ
ャ

プ
レ
ン

本
村
い
ず
み
少
佐

人
事・教
育
部
付
の
任
を
解
く
（
三

月
二
十
二
日
付
）（
東
京
東
海
道
連
隊
本

部
事
務
担
当
）

齋
藤
久
美
子
少
佐

補
（兼）
泉
尾
小
隊
士
官
（
神
戸
小
隊

士
官
）

立
石
真
崇
少
佐

補
（兼）
泉
尾
小
隊
士
官
（
神
戸
小
隊

士
官
）

立
石
友
理
恵
少
佐

福
岡
小
隊
士
官
の
任
を
解
く
（
三
月

二
十
二
日
付
）

三
澤
直
規
少
佐

補
西
新
井
小
隊
士
官三

澤
良
子
少
佐

（兼）
士
官
学
校
長
代
行
の
任
を
解
く
（
三

月
三
十
一
日
付
）（
人
事
・
教
育
部
長
、

（兼）
教
育
部
長
）

添
田
美
和
少
佐

補
（兼）
熊
谷
小
隊
士
官
補
佐
（
前
橋

小
隊
士
官
）

田
口
哲
也
少
佐

補
東
京
東
海
道
連
隊
長

中
島
美
和
大
尉

補
西
日
本
連
隊
長
、

（兼）
希
望
館

チ
ャ
プ
レ
ン

本
村
大
輔
大
尉

補
福
岡
小
隊
士
官

松
末
泰
志
大
尉

補
横
浜
小
隊
士
官

鈴
木
智
博
大
尉

補
東
京
東
海
道
連
隊
女
性
部
書

記
、

（兼）
横
浜
小
隊
士
官

鈴
木
眞
理
子
大
尉

（兼）
岡
山
・
高
松
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

士
官
の
任
を
解
く
（
三
月
二
十
二
日
付
）

（
京
都
小
隊
士
官
、

（兼）
西
日
本
連
隊
本
部

付
）　
　
　
　
　
　

  

粟
飯
原
順
大
尉

補
京
都
小
隊
士
官
（
週
三
日
）

（兼）
京
都
ホ
ス
テ
ル
寮
長
の
任
を
解
く

（
三
月
三
十
一
日
付
）

粟
飯
原
由
美
子
大
尉

補
（兼）
西
日
本
連
隊
青
少
年
部
書

記
、

（兼）
広
島
地
区
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト

リ
ー
士
官
の
任
を
解
く
（
五
月
三
十
一

日
付
）（
福
山
小
隊
士
官
）友

安
渚
中
尉

補
（兼）
関
東
東
北
連
隊
青
少
年
部
書

記
（
仙
台
小
隊
士
官
、

（兼）
災
害
対
策
室

東
北
地
区
担
当
）

眞
鍋
嗣
道
中
尉

補
（兼）
関
東
東
北
連
隊
付

（
桐
生
小
隊
士
官
補
佐
）

成
演
宇
軍
国
特
務
曹
長

以
上

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日
付

＊
岡
山
・
高
松
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

は
、
三
月
二
十
二
日
付
で
終
了
す
る

＊
広
島
地
区
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

は
、
五
月
三
十
一
日
付
で
終
了
す
る

（
連
隊
管
轄
の
小
隊
・
分
隊
は
、
函

館
小
隊
、
桐
生
小
隊
、
熊
谷
小
隊
、

浪
江
小
隊
、
佐
野
小
隊
、
若
松
小
隊
、

長
野
分
隊
、
大
森
小
隊
、
西
新
井
小

隊
、
西
成
小
隊
、
鶴
橋
分
隊
）

補
士
官
学
校
長
、

（兼）
霊
的
生
活
成

長
部
長

ダ
ニ
エ
ル
・
テ
ン
プ
ル
マ
ン-

ト
ゥエ

ル
ズ
少
佐

補
士
官
学
校
付
（
六
月
十
八
日
ま
で
）

補
江
東
小
隊
士
官
（
六
月
十
九
日

付
）、

（兼）
人
身
取
引
対
策
室
長
補

佐メ
リ
ッ
サ
・
テ
ン
プ
ル
マ
ン-

ト
ゥエ

ル
ズ
少
佐

二
〇
二
三
年
四
月
一
日
付

補
関
東
東
北
連
隊
長
、

（兼）
災
害
対

策
室
東
北
地
区
担
当
、（

（兼）
高
崎
小

隊
士
官
）

細
貝
信
義
少
佐

二
〇
二
三
年
六
月
一
日
付

　イエスに従っていくと決めた時、それがどういうこ
となのかをはっきりと知ることが大切です。まず手
始めに、従うということは、試しにやってみるという
のとは違います。自分にぴったりな弟子像とはこう
いうものだ、こういう弟子像は避けよう、と考えるこ
とでもありません。ついて行くとは、前述したように、
導かれていくことなのです。

　このことは私たちの祈りにも関わってきます。私た

召

天

小
林
正
男
少
佐
（
高
崎
小
隊
出
身
）

は
、二
〇
二
二
年
十
二
月
十
日
、召

天
。

山
岸
リ
ツ
少
佐
（
佐
野
小
隊
出
身
）

は
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
三
十
日

召
天
。

司
令
官ス

テ
ィ
ー
ブ
ン・モ
ー
リ
ス

江
東
小
隊
士
官
の
任
を
解
く
ア
メ
リ
カ

西
部
軍
国
へ

セ
ジ
ャ
ー
ル・マ
カ
チ
ェ
ン
大
尉

江
東
小
隊
士
官
の
任
を
解
く
ア
メ
リ
カ

西
部
軍
国
へ

フ
ィ
リ
ッ
プ・マ
カ
チ
ェ
ン
大
尉

二
〇
二
三
年
六
月
十
九
日
付

補
広
島
小
隊
士
官
、

（兼）
呉
小
隊
士

官
、

（兼）
呉
地
区
社
会
福
祉
施
設

チ
ャ
プ
レ
ン
、

（兼）
災
害
対
策
室
付

藤
井
千
明
大
佐
補

補
呉
小
隊
士
官
、

（兼）
広
島
小
隊
士

官
、

（兼）
呉
地
区
社
会
福
祉
施
設

チ
ャ
プ
レ
ン
、

（兼）
災
害
対
策
室
長

藤
井
健
次
大
佐
補

補
関
東
東
北
連
隊
女
性
部
書
記
、

（兼）
災
害
対
策
室
東
北
地
区
担
当

（
（兼）
高
崎
小
隊
士
官
）細

貝
の
ぶ
江
少
佐

四
十
五
年
永
年
勤
続
章

（
三
月
二
十
七
日
付
）  

眞
鍋
和
枝
少
佐

四
十
年
永
年
勤
続
章

（
三
月
二
十
二
日
付
）
石
川
和
男
少
佐

二
十
五
年
永
年
勤
続
章

（
三
月
二
十
二
日
付
）

       

石
川
一
由
紀
少
佐

（
三
月
二
十
二
日
付
）
石
川
芳
子
少
佐

（
三
月
二
十
二
日
付
）本

村
い
ず
み
少
佐

司
令
官ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
・
モ
ー
リ
ス

昇

任

任
大
佐
補

西
村
和
江
少
佐

二
〇
二
三
年
二
月
一
日
付

大
将

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ペ
ド
ル

任
少
佐

細
貝
の
ぶ
江
大
尉

任
少
佐

細
貝
信
義
大
尉

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日
付

司
令
官ス

テ
ィ
ー
ブ
ン・モ
ー
リ
ス

転

任
（
カ
ッ
コ
内
は
継
続
任
命
）

清
瀬
病
院
チ
ャ
プ
レ
ン
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
担
当
（
週
二
日
）
の
任
を
解
く

張
田
直
子
少
佐

補
岡
山
小
隊
士
官
、

（兼）
高
松
小
隊

士
官

徳
永
由
美
少
佐

補
伝
道
事
業
部
長
、

（兼）
上
野
小
隊

士
官
、

（兼）
川
口
小
隊
士
官
、

（兼）
山

室
軍
平
記
念
救
世
軍
資
料
館
運
営

委
員
長

石
川
和
男
少
佐

補
財
務
管
理
部
付
（
週
三
日
）

田
中
禎
一
少
佐

補
岡
山
小
隊
士
官
、

（兼）
高
松
小
隊

士
官

徳
永
幸
次
郎
少
佐

補
杉
並
小
隊
士
官
、

（兼）
士
官
学
校

教
官

山
谷
昌
子
少
佐

補
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
長
、

（兼）
司
令
官
部
付
、（

（兼）
文
書
部
長
、

（兼）

編
集
部
長
）

山
谷
真
少
佐

補
副
伝
道
事
業
部
長
、

（兼）
人
身
取

引
対
策
室
長
、（兼）
川
口
小
隊
士
官
、

（兼）
上
野
小
隊
士
官

石
川
節
子
少
佐

＊
新
た
に
設
置
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
部
の
管
轄
は
、
文
書
部
、
編
集

部
、
メ
デ
ィ
ア
チ
ー
ム
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
含
む
）、
ゴ
ス
ペ
ル
ハ
ウ
ス
、
諮
問
会
、

サ
ポ
ー
ト
会
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
、

新
規
収
益
事
業
開
発
、
と
す
る



と き の こ え 2023年　3月15日発行　第 2849 号 16

①②佐野での社会鍋　③上野での社会鍋　④新潟での社会鍋
⑤京都　ゴスペル亭パウロさんも参加しての社会鍋　
⑥福岡での社会鍋

創
立
者

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ス　
　
大
将

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ペ
ド
ル
（
万
国
本
営

英
国
ロ
ン
ド
ン
）　　
日
本
司
令
官

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
モ
ー
リ
ス
（
救
世
軍
本
営

東
京
都
千
代
田
区
）https://www.salvationarm

y.or.jp

（取扱支部）
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発
行
日
及
び
定
価

▼
発
行
日

福
音
版
・
毎
月
一
日
発
行

広
報
版
・
奇
数
月
十
五
日
発
行（
除
く
七
月
）

▼
定

価

  

振
替
・
〇
〇
一
八
〇
―
五
―
四
四
〇
〇

発
行
兼
救
世
軍

印
刷
人
代
表
者
ス
ティ
ー
ブン・モ
ー
リ
ス  

編
集
人
　
　
　
　
　
山
谷

真

〒
101—

0051

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
　
　
　

神
田
神
保
町
二
ノ
十
七

電

話

  

東
京
(03)
三
二
三
七
―

〇
八
八
一

発
行
所

救  

世  

軍  

本  

営

印
刷
所
　
　
株
式
会
社
ピ
ー
ア
ン
ド
エ
ス

福
音
版
・
一
部

　
　
　
　
　
四
〇
円

広
報
版
・
一
部
　
　
　
　

一
〇
〇
円

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
号
（
十
二
月
一
日
号
）

　
　
　
・
一
部
　
　
　
　
　
一
〇
〇
円

『聖潔を映し出す者』の学年
士官任官式及び新任士官任命式

3月19日（日）午後3時
山室軍平記念ホール

3 月 3 日（金）世界祈祷日
今年は、台湾の世界祈祷日委員会が作成した式文をも
とに祈りを献げます。テーマは、「あなたがたの信仰に
ついて聞いています」です。

3 月 19 日（日）
士官候補生サンデー

2022 年　各地の社会鍋  アルバム

➀

② ③

④

⑤

⑥

集会は対面でおこないます。ライブ配信はありません
のでご注意ください。（後日、救世軍公式YouTubeに
て録画配信があります。）

♫♪イースターコンサート♪♫ 

4月 9日（日）午後5時
救世軍公式 YouTube にて配信




